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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 36,733 5.9 1,649 79.3 1,937 58.3 1,394 74.8
24年3月期第3四半期 34,701 2.0 919 △36.9 1,224 △21.0 797 △18.4

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 1,904百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 90百万円 （△55.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 32.31 ―
24年3月期第3四半期 18.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 48,841 26,750 54.6
24年3月期 45,430 25,184 55.3
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  26,674百万円 24年3月期  25,127百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
25年3月期 ― 4.00 ―
25年3月期（予想） 4.00 8.00

3. 平成25年3月期の連結業績予想（平成24年4月1日～平成25年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,000 2.5 2,000 90.1 2,200 59.1 1,400 48.5 32.44



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 43,844,932 株 24年3月期 43,844,932 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 692,236 株 24年3月期 688,242 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 43,155,687 株 24年3月期3Q 43,159,338 株
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当社グループを取り巻く環境は、海外においては、新興国を中心とした医療市場が拡大する中で、現

地及び各国メーカーによる競争が激化しております。また、国内においては、平成24年４月に診療報酬

と介護報酬が同時に改定され、医療機器・材料に関する償還価格が大幅に引き下げられる等、引き続き

厳しさが増しておりますが、本格化する高齢社会に対応する医療機器や多様なサービスの提供が求めら

れる等、新たな市場も現れつつあります。 

 このような環境の中、当社グループは、「患者様第一主義」の企業理念に基づき、お客様に感動を与

える製品とサービスの提供を目指し、「医療の安全」「医療の効率化」「再生医療」の３つをキーワー

ドとして、販売品目を４つのシステム群に分類し、輸液輸血群及び一般用品群では、医療の安全に貢献

する輸液及び経腸栄養関連製品を、透析群では、医療の効率化に資する血液透析及び腹膜透析の両分野

の製品を、循環器群では、膜型人工肺、人工心肺回路等の高付加価値製品を中心に、製品の開発・生

産・販売を進め収益拡大に努めております。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期に比べ20億32百万円増加の367億

33百万円（前年同四半期比5.9％増）となりました。 

 利益につきましては、増収による利益増加が人件費等の固定費を吸収したため、営業利益は16億49百

万円（前年同四半期比79.3％増）となりました。また、持分法による投資利益を計上したことにより、

経常利益は19億37百万円（前年同四半期比58.3％増）となり、税金費用等を差し引いた結果、四半期純

利益は13億94百万円（前年同四半期比74.8％増）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

輸液輸血関連製品の販売や人工腎臓用血液回路の販売が引き続き伸長したため、売上高は302億68

百万円（前年同四半期比4.9％増）となりました。また、セグメント利益については、増収効果によ

り13億28百万円（前年同四半期比161.4％増）となりました。 

日本向けの人工腎臓用血液回路の販売や米国向けの成分献血用回路の販売が好調に推移したため、

売上高は105億17百万円（前年同四半期比18.5％増）となりました。また、セグメント利益について

は、増収効果により2億67百万円（前年同四半期比133.5％増）となりました。 

中国国内向けのＡＶＦ針（血液透析用針）の販売が引き続き伸長したため、売上高は23億80百万円

（前年同四半期比9.8％増）となりました。また、セグメント利益については、材料価格や労務費の

上昇により56百万円（前年同四半期比59.9％減）となりました。 

ＥＵ圏におけるＡＶＦ針の販売や透析用チェアーの販売が低調に推移したため、売上高は18億69百

万円（前年同四半期比13.9％減）となりました。また、セグメント利益については、ユーロ安に伴う

仕入価格の上昇や減収による影響を受け97百万円（前年同四半期比46.1％減）となりました。 

北米向けのＡＶＦ針の販売が低調に推移したものの、誤穿刺防止機構付翼状針の販売が増加したた

め、売上高は16億27百万円（前年同四半期比1.2％増）となりました。また、セグメント利益につい

ては、市場価格の低下の影響を受け95百万円（前年同四半期比47.6％減）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

① 日本

② 東南アジア

③ 中国

④ ドイツ

⑤ アメリカ
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売上高は8億84百万円（前年同四半期比7.2％増）、セグメント利益は1億8百万円（前年同四半期比

42.4％増）となりました。 
  

なお、前連結会計年度より、報告セグメントの利益又は損失の算定方法を変更しており、当第３四

半期連結累計期間の比較・分析は、変更後の算定方法に基づいております。詳細は「３．四半期連結

財務諸表 （４）セグメント情報等」の「Ⅱ 当第３四半期連結累計期間 ３ 報告セグメントの変更

等に関する事項」をご参照ください。 
  

また、上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ34億11百万円増加の488億41百万

円となりました。資産、負債及び純資産の内容は次のとおりであります。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ17億79百万円増加の303億44百万円となりました。この主な

要因は、たな卸資産の増加であります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ16億31百万円増加の184億97百万円となりました。この主な

要因は、有形固定資産の取得によるものであります。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ14億29百万円増加の178億95百万円となりました。この主な

要因は、短期借入金の増加であります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ4億15百万円増加の41億95百万円となりました。この主な要

因は、長期借入金の増加であります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ15億66百万円増加の267億50百万円となりました。この主な要

因は、四半期純利益の計上によるものであります。 

 なお、自己資本比率は0.7ポイント低下の54.6％となりました。 

  

平成25年３月期通期の連結業績予想につきましては、在外子会社における為替変動による利益影響の

他、新興国における政策的な賃金引き上げに伴う原価負担増等を考慮し、平成24年５月10日に公表しま

した予想値を以下のとおり修正いたします。 

  
(単位：百万円) 

 
  

⑥ その他

（２）連結財政状態に関する定性的情報

資産、負債、純資産の状況の分析

（資産）

（負債）

（純資産）

（３）連結業績予想に関する定性的情報

従来予想 修正予想 増減額 前期実績
(平成24年3月期)

売 上 高 48,000 48,000 ― 46,836

営業利益 2,300 2,000 △300 1,052

経常利益 2,500 2,200 △300 1,382

当期純利益 1,550 1,400 △150 942
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

有形固定資産の減価償却方法については、従来、主として定率法を採用しておりましたが、第１四

半期連結会計期間より定額法に変更しております。 

 この変更は、近年の事業環境及び生産体制の変化に伴い、事業全体の操業状況は比較的安定してき

ており、今後、設備投資による投資効果が長期安定的に見込まれることが明らかとなったことから、

生産実態に応じたより合理的な費用配分を図ることが経営実態をより的確に反映するものと判断した

こと、及び、更なるグローバル展開への取り組み等を鑑み、当社グループの会計処理の統一を図るた

めに行ったものであります。 

 この変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益は、それぞれ5億37百万円増加しております。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,474 4,207

受取手形及び売掛金 14,991 15,000

商品及び製品 4,800 5,234

仕掛品 1,750 1,877

原材料及び貯蔵品 2,673 3,210

その他 881 819

貸倒引当金 △7 △6

流動資産合計 28,564 30,344

固定資産   

有形固定資産 13,076 14,657

無形固定資産 708 720

投資その他の資産   

投資その他の資産 3,086 3,124

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 3,080 3,118

固定資産合計 16,865 18,497

資産合計 45,430 48,841
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,271 7,783

短期借入金 3,306 4,093

1年内返済予定の長期借入金 1,235 1,400

未払法人税等 329 291

製品保証引当金 6 5

賞与引当金 992 531

資産除去債務 21 21

その他 3,303 3,768

流動負債合計 16,466 17,895

固定負債   

長期借入金 2,610 2,946

退職給付引当金 226 275

役員退職慰労引当金 30 30

資産除去債務 165 146

その他 746 796

固定負債合計 3,779 4,195

負債合計 20,245 22,090

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,522 6,522

資本剰余金 9,473 9,473

利益剰余金 11,755 12,804

自己株式 △270 △271

株主資本合計 27,481 28,529

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 31 90

為替換算調整勘定 △2,385 △1,945

その他の包括利益累計額合計 △2,353 △1,854

少数株主持分 56 76

純資産合計 25,184 26,750

負債純資産合計 45,430 48,841
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 34,701 36,733

売上原価 25,105 26,231

売上総利益 9,595 10,501

販売費及び一般管理費 8,676 8,852

営業利益 919 1,649

営業外収益   

受取利息 27 5

受取配当金 22 22

持分法による投資利益 174 156

為替差益 94 112

その他 85 99

営業外収益合計 403 396

営業外費用   

支払利息 66 57

支払手数料 17 32

その他 14 17

営業外費用合計 98 107

経常利益 1,224 1,937

特別利益   

固定資産売却益 4 2

投資有価証券売却益 － 2

特別利益合計 4 4

特別損失   

固定資産売却損 1 1

固定資産廃棄損 59 29

減損損失 14 －

投資有価証券評価損 10 50

特別損失合計 85 81

税金等調整前四半期純利益 1,143 1,861

法人税、住民税及び事業税 280 459

法人税等調整額 56 △3

法人税等合計 336 456

少数株主損益調整前四半期純利益 807 1,405

少数株主利益 9 10

四半期純利益 797 1,394
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 807 1,405

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △79 59

為替換算調整勘定 △636 439

その他の包括利益合計 △716 499

四半期包括利益 90 1,904

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 87 1,884

少数株主に係る四半期包括利益 3 19
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該当事項はありません。 

  

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日  至 平成23年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円)

 
(注) 「その他」の区分は、国内子会社及び韓国の現地法人の事業活動を含んでおります。 

  

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項) 
(単位：百万円)

 
  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

報告セグメント
その他 
(注)

合計
日本

東南 
アジア

中国 ドイツ アメリカ 計

売上高

  外部顧客への売上高 25,523 3,910 665 2,168 1,607 33,876 824 34,701

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

3,321 4,964 1,501 1 ― 9,789 ─ 9,789

計 28,845 8,875 2,167 2,170 1,607 43,666 824 44,490

セグメント利益 
又は損失 (△)

508 114 141 181 182 1,127 76 1,203

利益 金額

報告セグメント計 1,127

「その他」の区分の利益又は損失 (△) 76

セグメント間取引消去 △69

持分法投資利益又は損失 (△) 174

その他の調整額 △84

四半期連結損益計算書の経常利益 1,224
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年12月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円)

 
(注) 「その他」の区分は、国内子会社及び韓国の現地法人の事業活動を含んでおります。 

  

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項) 
(単位：百万円)

 
  

３ 報告セグメントの変更等に関する事項 

（報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更） 

 従来、「投資損失引当金戻入額」は「特別利益」の項目としておりましたが、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を踏ま

え、前連結会計年度より「投資損失引当金戻入額」は「営業外収益」の項目に含めております。 

 なお、この変更後の区分方法により、前第３四半期連結累計期間における報告セグメントごとの売

上高及び利益又は損失の金額に関する情報を記載しております。 

  

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

 有形固定資産の減価償却の方法については、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しておりま

す。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益

が、「日本」で432百万円、「東南アジア」で96百万円、「その他」で9百万円、それぞれ増加してお

ります。 

  

該当事項はありません。 

報告セグメント
その他 
(注)

合計
日本

東南 
アジア

中国 ドイツ アメリカ 計

売上高

  外部顧客への売上高 26,818 4,803 733 1,867 1,627 35,849 884 36,733

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

3,450 5,714 1,647 2 ─ 10,814 ─ 10,814

計 30,268 10,517 2,380 1,869 1,627 46,663 884 47,547

セグメント利益 
又は損失 (△)

1,328 267 56 97 95 1,845 108 1,954

利益 金額

報告セグメント計 1,845

「その他」の区分の利益又は損失（△） 108

セグメント間取引消去 △120

持分法投資利益又は損失（△） 157

その他の調整額 △53

四半期連結損益計算書の経常利益 1,937

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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